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一見 して豪放嘉落な人のよ うに見 られ るが、実際は緻密、生真面 目で、何
事にも先々を見通 した段取 りをつ けて進 まれる方であった。
館長職は残任1年 、任期2年 の3年 間 と決めておられたよ うにも思われ
る。見事な起承転結であった。
「図書の譜」創 刊の ころ
橋本 千良*
いつの時代でも大學が穏やかであった ことはない。それ は、学問の軌道
が過去 と未来の交差点 に位置 していて、大學 とい う場が常に政治状況や経
済事情あ るいは文化 的事象を反映す るか らで、言わば社会的宿命 でもあ
る。見方によれば大学の機能 がそれだ け不 断に葛藤 し時代の中で生 き続
けている証だ とも云える。それ ゆえ今 日の ようにIT化 だボーダ レスだグ
ローバルだといった状況下にあっては、あ らゆる局面で科学技術のスピー
ドに負 けない判断力 と対応が大学人に必要である。スクランブルの真っ只
中で立ち止 まっているわけにはいかない。 どのような方向を辿るかの洞察
力 と行動が求め られ る。
20世 紀 の終 りは様々な意味で歴史の転換期であった。何をもってエポ ッ
ク とみ るかは視点に よって異なるが、明治大学は創立120周 年 を迎える
時が折 しも21世 紀突入 と重なってお り、その節 目が大学新生へ の機運 と
なって学内に昂まっていた。90年 代初頭 に起きた未曾有の不祥事か ら始
まった学内体制の刷新、そ して、少子 ・高齢化のなかでの高等教育の見直
し、教学の改革 とりわけ、短大 、二部教育の改廃、50年 ぶ りの新学部開
設等は本学の大きな 目標であった。そのような時、如何に新世紀へ梯子を
かけるか とい う命題 を背負 って後藤先生が登場す る。1996年4月 か ら99
年3月 までの3ヵ 年半、戸沢学長 の下、本学第19代 目の図書館長 として
着任す る。その後 、4月 か ら7月 まで韓国の梨花女子大学に出張講義 に行
事はしもと・ちよし/情 報システム事務部長
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かれ、帰国後、創 立120周 年記念事業 の担 当理事に就かれることになるの
であるが、その間、実に精力的に活動 された。
「知 の 循 環 」 体 系 の 創 出 へ 向 け て
歴代館長それぞれの時代に各業績を刻まれているが、後藤先生は短期 間
にも関わらず大きな足跡を遺 され ている。その一つに明治大学図書館紀要
「図書の譜」の発刊がある。
図書館でも紀要 を出 したい とい う声は、実は既に、原館長時代の図書館
将来構想 「U-PLAN21」(1987年3月)で 提起 されていた。その想い を10
年 目に して後藤館長が実現する。
先生 は97年3月 の創刊号の巻頭で、新たなる 「知」の創造へ 向けて紀
要発行の意義 ・目的を述べているが、さらに、晩年 の病床で書かれた明治
大學広報第511号(2002年10月1日 刊)の 「論壇」にあるように、いずれ
は 「出版部」を再興 し、教育 ・研究活動 → 学習 ・研究成果 の発表 →
出版活動 → 図書館 を通 じた読書 ・情報収集 → 教育 ・研究活動の
展開 といった 「知 の循環体系」を創出す る構想 も抱 いていた。
「図書の譜」への思い
「譜」とは、物事を系統立てて列記 したもの と辞書には出ている。「図書
の譜」刊行の背景には、図書即 ち本を通 じた思索の世界への誘いがある。
ドキュメン トあるいはコミュニケーションとしての文字や活字の機能はメ
デ ィア(媒 体)が どの ような形になろ うと変わ らない。 「本」のもつ有形 ・
無形の価値 も普遍である。電子情報は多様 ・大量の 「知」の整理手段 とし
ては、その速 さ、的確 さ、標準性、共通性 などで優れ ている。 しか し、考
えるカ を身につける手立て としては読書に敵わない。
先生は本のもつ文化史的あるいは書誌学的意義 を説 く一方で、思考力を
培 うことを図書館の 目的 ・役割 としたい と語っていた。柳 田國男の学問を
継承 しつつ、民衆の視座に立つ後藤学舎 とも言 うべ き常民大事を全国各地
に展開 してきた ことはよく知 られ ているところである。考えるだけではダ
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メだ!行 動が必要だ とも聞か された。先生の学問には力学があり、其処 に
は思想 ・哲学に裏打ちされた説得力があった。
「図書の譜」の発行 によって、埋 もれている潜在力 を引出し新たな知的
エネルギーを創 出することが先生の夢であった。その巻頭言で も 「学問 と
は本を読むことなり」 と云われてきた ことを引用 して大学図書館の役割 を
述べ、・高度経済成長にささえられた物資文化への傾斜 が読書を通 しての精
神文化の道を衰退化 させ ていった と警鐘を鳴 らしている。なお付言すれば
1980年 代 から90年 代にかけて原正彦、石井素介 、吉田忠雄 と3代 図書館
長が描いてきた図書館情報センター化構想 に対 して、その機能 を重視 しつ
つも、後藤館長 の軸足は しっか りと 「図書」に置かれていたと云える。そ
の帰結 が、創立120周 年 を期 して建て られた リバティタワー新図書館の名
称決定で、結局、「明治大學 図書館」の看板継承 につながった。
編集作業にあたって
創刊号の巻頭言を後藤館長にお願い したが、多忙でなかなか原稿が届か
ず年度内発行 が危ぶまれた ことがあった。催促 も しづ らいので、思い余 っ
て小生分担の編集後記を先に書いてお持 ちしたことがあった。 「先に書かれ
て しまったか」 とめず らしく嘆かれた顔 を実は今でも忘れ られない。や っ
ぱ り申 し訳 なかったか、と悔やんでいる。
編集部で企画 した座談会 「情報化 と図書館」の記事で、予算がな く速記
者を依頼出来ず、当時、図書館庶務課 に居 た高山幸子氏(現 、教育振興部
事業課勤務)と 二人で2週 間ぐらいかけて録音テープを起 こしてワープロ
ア ップ した記憶がある。巧 く聞き取れ ない会話 を適 当に補足 して文章に し
た ら、菊地氏(現 、図書館庶務課)に 「こんなこと云っていません」と叱 ら
れたこともあった。彼は中林氏な どと共に後々の為 とこの雑誌の機械編集
(デジタル化)に トライ してくれたが、若 い彼 らを初めとした館員諸氏の意
気込みや積極的に寄稿 して くれた教職員の協力は嬉 しい話であった。
又、忘れ られないのは、古書店に出た3葉 の西條八十の自筆原稿 をきっ
かけ とした飯澤氏 との明大校歌のルー ツ検証であ る。結局、この編集 を最
後に私 は学長室へ送 り込まれ て しまったのであ るが、38年 間に及 んだ図
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書館生活 のピリオ ドを飾れた楽 しい追っかけ仕事であった。
遺志を継いで…
紀要の発行 もきっかけのひ とつであったが、後藤館長の業績は、図書館
で の さま ざまな事業 を通 して、館員 のモチベ ーシ ョンを高 めた ことにあ
るといえよう。 ここ数年の図書館は、デ ジタル化 を推進 し、他大学 とのコ
ンソーシアムでその機能拡大を図 り、一方でア ウ トソーシングの導入によ
り業務体制も変えた。年刊の紀要 も愈 々8号 を迎える。 目次を繰 ってみ る
と教員に よる執筆 も相 当数ある。欲を言えば、他部署職員による寄稿 ・投
稿に も期待 したい。図書館 は大學の心臓 であると我々は常々教 えられてき
た。新 しい血によ り新 しい知を創 り新 たな人材 を産む とい うサイクル を目
指 し、今後 とも図書館機能や運営に後藤先生の遺志が継承 ・発展されて ゆ
くことを望んでやまない。
図書館講演会 「著者 と語 る」 と後藤先生
浮塚 利夫*
学問 とは本 を読む ことである。
後藤先生が良 く口に した言葉で ある。図書館 は本 を収集 し、利 用者 に
提供する場で あ り、まさに学問を下支えする機能を持ってい る。 しか し、
い くら図書館 に本 があって も、それを手にとり読むべき利用者がいなけれ
ば絵 に描 いた餅である。学生の読書離れ ・活字離れ がいわれて久 しいが、
1996年 に図書館長に就任 した後藤先生は、人文 ・社会科学系の1・2年 生
を対象 とす る和泉図書館では、試験期を除 くと閲覧室がガラガラであるこ
とを聞き及び、図書館 に学生を向かわせ るための動機付けの一つ として、
図書館講演会 「著者 と語る」を構想 したのである。それ も閲覧席を会場 に
す るとい う図書館な らではの講演会であった。
寧うきつか・としお/図 書館事務部総合サービス課長
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